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要旨 

本研究は， 看護学生の社会的スキルと職業的アイデンティティにおける専門領域別

実習前後および学年別による違いを明らかにすることを目的に看護学科学生 58 名に

4年間縦断的に質問紙調査を行った。その結果，専門領域別実習前後では，職業的アイ

デンティティの「看護観の確立」「社会貢献の志向」が実習前より実習後で有意に得点

が高かった。社会的スキルは専門領域別実習前後で有意差は認められなかったが，実

習後に得点が高くなっていた。また社会的スキルは職業的アイデンティティと関連が

あった。学年別の比較では，職業的アイデンティティの「看護職を選択したことへの

自負」が，1年次が他の学年より有意に得点が高く，「看護観の確立」は，4年次が他

の学年より有意に得点が高かった。 

 

キーワード：看護学生，社会的スキル，職業的アイデンティティ   

 

Ⅰ．はじめに 

日本看護系大学協議会１）は，看護学士課程教

育におけるコアコンピテンシーの「ヒューマン

ケアの基本に関する実践能力」の一つに援助的

関係を形成する能力を挙げている。 

文部科学省２）は，看護を提供するためには看

護の対象との信頼関係の形成が第一歩であり， 

看護職として求められる基本的な資質・能力に

はコミュニケーションと支援における相互の関

係性があり，コミュニケーションが人々との相

互の関係に影響することを理解し，より良い支

援に向けたコミュニケーションを看護学教育で

学ぶことを提示している。看護学教育において

実践能力を修得するためには，実習は重要な位

置づけであり，講義や演習で学んだことを実習

で体験し，基本的な能力を獲得していく。 

コミュニケーションは対人関係において欠か

せない要素であり，コミュニケーションを成立

させるためには言語的方法と非言語的方法（表

情・動作・姿勢等）により，送り手と受け手が

お互いの意図を伝達し，理解し合えることが必

要である３）。 

庄司４）は社会的スキルの定義を①学習される，

②対人関係の中で展開される，③他者との相互

作用の中で個人の目標達成に有効である，④社

会的に受容されることとしており，コミュニケ

ーション能力は，円滑な対人関係を築き，それ

を保持するために欠かせない要素である。 

筆者らは，看護学生の人間関係の形成やコミ

ュニケーションスキル，職業意識を高める教育

の一貫として，看護学生の社会的スキルと職業

的アイデンティティの形成の経年的変化に着目

し，2016年度に入学した看護学生を対象に縦断

的に調査を行ってきた。 

筆者らの2年次までの調査５）では，1年次よ

り2年次は職業的アイデンティティの「看護観

の確立」「必要とされることへの自負」が低くな

る傾向にあるが，2 年次におけるボランティア
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活動経験は社会的スキル，職業アイデンティテ

ィと関連があることが明らかとなっている。ま

た，基礎看護学実習のコミュニケーションスキ

ルと対人不安に着目した調査６）では，コミュニ

ケーションスキルは，基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱは

「他受容」の得点が高く，「表現力」「自己主張」

の得点が低いこと，「緊張」が高く，自尊感情と

対人不安には関連があることが明らかとなって

いる。 

これらのことから，看護学生が対象と円滑な

対人関係を築き，職業意識を高めるためには，

社会的側面だけではなく，心理的側面を合わせ

た支援が必要であると考える。 

本研究では，大学4年間縦断的に質問紙調査

を実施し，3，4年次に履修する専門領域別実習

前後および1年次から4年次までの学年別によ

る経年的変化に着目し検討したので，その結果

を報告する。 

 

Ⅱ．研究目的 

本研究の目的は，看護学生の社会的スキルと

職業的アイデンティティにおける専門領域別実

習前後および学年別による違いを明らかにする

ことにより，社会的スキルと職業的アイデンテ

ィティの形成における特徴を知ることである。 

 

用語の定義： 本研究での職業的アイデンティテ

ィとは，職業と自己との関連性の中で，職業を

通して自分らしさを確かめ，どのように成長し

ていきたいかという自己意識のことである。 

 

Ⅲ．研究方法 

１．研究デザイン 

質問紙調査による量的記述研究デザイン 

 

２．研究対象者 

2016年度に入学し，A大学看護学科に 1～4

年次まで在籍している学生を対象とした。 

 

３．調査方法 

1年次春学期8月，2年次秋学期11月および

専門看護実習（成人・高齢者・小児・母性・精

神・在宅・統合）の前後において自記式質問紙

調査を実施した。対象者に研究の趣旨，倫理的

配慮について文書および口頭で説明した後，質

問紙を配布し記入後にその場で回収，施錠可能

な場所で保管した。調査期間は 2016年 8月～

2019年9月であった。 

 

４．専門領域別実習について 

①教育課程の位置づけ 

専門教育科目，専門科目「看護の展開」「看護

の統合」である。1年次から3 年次春学期まで

に以下の科目を修得していることを履修要件と

する。 

看護学概論，日常生活援助論，回復促進援助

論，ヘルスアセスメント，看護過程論，看護倫

理，基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ，成人看護学概論，

成人看護援助論Ⅰ・Ⅱ，高齢者看護学概論，高

齢者看護援助論，小児看護学概論，小児看護援

助論，母性看護学概論，母性看護援助論，精神

看護学概論，精神看護援助論，在宅看護学概論，

在宅看護援助論，統合看護論，医療安全，看護

管理等の専門科目 

 

②科目構成 

各専門領域別の臨地実習として，3 年次秋学

期から4年次春学期の通年では成人看護学実習

Ⅰ，成人看護学実習Ⅱ，高齢者看護学実習Ⅰ，

高齢者看護学実習Ⅱ，小児看護学実習Ⅰ，小児

看護学実習Ⅱ，母性看護学実習，精神看護学実

習，在宅看護学実習を履修する。さらに，理論

と実践の統合を目指し，様々な実践を総合的に

学ぶことを目的に4年次春学期の各専門領域別

の実習の終わりに統合看護実習を行う。 

 

５．調査内容 

質問内容は，対象者の属性（年齢，性別），臨

地実習の達成感，社会的スキル，職業的アイデ

ンティティである。 
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社会的スキルは，菊池（1988）が作成した

「KiSS-18」を使用した。対人関係を円滑に運

ぶために役立つスキルの程度を測定する尺度で

あり，18 項目からなる。「いつもそうだ」から

「いつもそうでない」の5段階尺度で判定され，

それぞれ5点から1点に評点化し，合計点を算

出する。得点が高いほど社会的スキルが高いこ

とを示す７）。合計得点範囲は18～90点である。 

職業的アイデンティティは，藤井・野々村・

鈴木他（2002）が作成した「職業的アイデンテ

ィティ尺度」を使用した。使用にあたっては作

成者の同意を得ている。この尺度の「看護職を

選択したことへの自負」「看護観の確立」「必要

とされることへの自負」「社会貢献の志向」の4

つの下位尺度の上位 5項目，計 20項目を使用

する。この尺度は「そう思う」から「そう思わ

ない」の7段階尺度で判定され，それぞれ7点

から1点に評点化し，平均点を算出する。得点

が高いほど職業的アイデンティティが高いこと

を示す８）。 

 

６．分析方法 

すべてのデータは数量化し基礎的集計を行っ

た。KiSS-18の18項目および職業的アイデン

ティティの20項目については信頼性を確認し

た。専門領域別実習前後の比較はWilcoxonの

符号付き順位検定，KiSS-18と職業的アイデ

ンティティとの関連はSpearmanの順位相関

係数，学年別の比較はFriedman検定を行

い，Friedman検定で有意差が認められたもの

に対しては，多重比較（Bonferoni法）を行っ

た。統計処理は『IBM SPSS Statistics ver. 

26.0 for Windows』を使用し，5％未満を有意

水準とした。 

 

７．倫理的配慮 

研究対象者に調査の趣旨，匿名性，参加同意

の自由，協力拒否の自由，成績評価には影響し

ないこと等を文書でおよび口頭で説明し，回答

の提出でもって同意したことと判断した。本研

究は八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研

究倫理委員会の承認を得た（No.16-06）。 

 

Ⅳ．結果 

１．分析対象者の概要 

A 大学看護学科に 1～4 年次まで継続して在

籍し，研究への同意が得られた学生は58名（男

性 7名，女性 51名）であった。専門領域別実

習の達成感では，有 57 名（96.6％），無 2 名

（3.4％）であった。 

 

２．KiSS-18と職業的アイデンティティの内的

妥当性 

 KiSS-18 の 18 項目について Cronbach’s α

＝.882～.900であった。職業的アイデンティテ

ィの 20 項目について Cronbach’s α＝.940

～.958 であった。4 因子の Cronbach’s αは，

「看護職を選択したことへの自負」が.882

～.924，「看護観の確立」が.831～.943，「社会貢

献の志向」が.892～.908，「必要とされることへ

の自負」が.870～.961で内的妥当性は高かった。 

 

３．KiSS-18，職業的アイデンティティの専門

領域別実習前後の比較 

１）各尺度の専門領域別実習前後 

専門領域別実習前後の比較では，職業的アイ

デンティティの 4 因子のうち「看護観の確立」

「社会貢献の志向」において実習前より実習後

で有意に得点が高かった（順にp<.001，p<.01）。

また「看護職を選択したことへの自負」「必要と

されることへの自負」には有意差は認められな

かったが，実習後は実習前より得点が高くなっ

ていた。 

実習前後ともに「社会貢献の志向」の得点が

最も高く，「必要とされることへの自負」の得点

が最も低かった。 KiSS-18 では実習前後で有

意な差は認められなかったが，実習後に得点が

高くなっていた（表1）。 

２）KiSS-18と職業的アイデンティティの関連 

専門領域別実習は実習前後ともに，KiSS-18
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は，職業的アイデンティティの「看護職を選択

したことへの自負」「看護観の確立」「社会貢献

の志向」「必要とされることへの自負」との間で

有意な正の相関が認められた（r=.56～.64, 

p<.001）（表 2）。また，専門領域別実習は実

習前後ともに，KiSS-18は，職業的アイデンテ

ィティの「看護職を選択したことへの自負」 

「看護観の確立」「社会貢献の志向」「必要とさ

れることへの自負」との間で有意な正の相関が

認められた（r=.36～.53, p<.001）（表2）。 

 

 

  

  
 

                     
  

３）KiSS-18，職業的アイデンティティの学年

別の比較 

社会的スキルの KiSS-18 と職業的アイデン

ティティの学年別の比較を行った。その結果，

職業的アイデンティティの「看護職を選択した

ことへの自負」「看護観の確立」に学年間で有意

差があり，「看護職を選択したことへの自負」は

1年生が 3，4年生より（順に p<.01，p<.05），

2年生が3年生より（p<.05），有意に得点が高

かった。「看護観の確立」は，4年生が1，2，3

年生より有意に得点が高かった（順に p<.05，

p<.001，p<.001）。また有意差は認められなかっ

たが，どの学年も「社会貢献の志向」の得点が

最も高く，「必要とされることへの自負」の得点

が最も低かった。KiSS-18では学年間で有意な

差は認められなかったが，1年次から 4年次に

かけて得点が高くなっていた（表3）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　カテゴリー

変数 実習前 実習後 P

職業的アイデンティティ α＝.957 α＝.958

看護職を選択したことへの自負 4.5（3.8～5.4） 4.6（3.9～5.6） n.s.

看護観の確立 4.4（4.0～5.2） 4.8（4.4～5.4） ***

社会貢献の志向 5.2（4.6～6.0） 5.4（5.0～6.0） **

必要とされることへの自負 4.2（3.7～5.0） 4.4（4.0～5.0） n.s.

KiSS-18 α＝.883 α＝.900

61.1（56.0～68.0） 62.3（56.7～69.0） n.s.

※　Wilcoxonの符号付き順位検定　　　 n=58 

※　**：P<.01, ***: P<.001

median （25～75percentile）

専門領域別実習

表１　各尺度の専門領域別実習前後の比較

表2　専門領域別実習におけるKiSS-18と職業的アイデンティティとの関連

n=58

　　　　　　　　　　　　　　　　　カテゴリー

変数 r P r P

職業的アイデンティティ

看護職を選択したことへの自負 .59 *** .52 ***

看護観の確立 .64 *** .53 ***

社会貢献の志向 .56 *** .45 ***

必要とされることへの自負 .60 *** .36 ***

※　Spearmanの順位相関係数

※　**：P<.01, ***: P<.001

KiSS-18

実習前 実習後

専門領域別実習
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Ⅴ．考察 

１．専門領域別実習前後における職業的アイデ

ンティティと社会的スキル 

 3年次秋学期から 4年次春学期までに行われ

る専門領域別実習は，専門科目の「看護の展開」

「看護の統合」にあたる科目であり，看護学の

基盤を学習後，より専門的・発展的に看護学を

講義・演習で学び，実践を通して様々な分野を

総合的に学ぶ臨地実習である。 

専門領域別実習前後の比較の結果から，実習

後は職業的アイデンティティが総合的に高まる

こと，受け持ち患者実習によるより専門的な実

習体験が社会へ貢献したいという看護職選択へ

の目的意識を高めたり，看護師像や看護の捉え

方を変化させたりすることが示唆された。 

著者５）らの先行研究によると，初めての受け

持ち患者実習となる基礎看護学実習Ⅱでは，実

習後で「社会貢献の志向」が有意に得点が低く

なっている。また看護職のやりがいだけではな

く，仕事の大変さ，責任の重さ等を感じたり，

患者との信頼関係の構築やコミュニケーション

に不安を抱きやすい９）とされているが，領域別

実習終了後の看護学生を対象とした調査 10）に

よると，人生にはっきりとした使命と目的をも

つ看護大学生は，看護観の確立や看護職として

の成長への自信が高く，人間としての成長に自

信がもてるとされている。これらのことから，

本研究の結果は，各専門領域別の受け持ち患者

実習を繰り返し体験したことで，自己の成長へ

の自信が高まり，自分がなりたい看護師像をよ

り明確化させる機会となっていたことが伺える。 

また，本研究では社会的スキルは専門領域別

実習前後ともに有意差が認められなかったが，

実習後に得点が高くなっていた。このことは，

薄井ら 11）がコミュニケーションは社会関係の

中で経験的に身につけている技術であると述べ

ているように，実習は保健医療従事者や患者・

家族，教員やクラスメイト等との社会関係を経

験することで，人間関係形成を高める教育効果

が期待できると推察された。 

さらに，KiSS-18は職業的アイデンティティ

と関連があったことから，社会的スキルは人間

関係の形成に密接にかかわっており，職業的ア

イデンティティに影響することが示唆された。 

 

２．学年別に異なる職業的アイデンティティ  

「看護職を選択したことへの自負」は1年次

が他の学年より有意に得点が高く，「看護観の確

立」は4年次が他の学年より有意に得点が高く

なっていた。いずれも，1年次より2，3年次で

得点が低くなり，4 年次で再び上昇するという

結果であった。看護学生の職業的アイデンティ

ティに関する先行研究では，入学直後の1年生

が最も高く，2 年生で大きく低下し，卒業時に

再び高くなるとの報告があり 12）13），この結果

は，本研究の結果と同様の傾向である。 

職業的アイデンティティは，看護師に対する

憧れや関心という職業選択動機が影響し高まる

と言われている 14）。1年次は，一般的な看護師

像と自分を適合させ，現実とは異なる理想的な

イメージに基づいた職業的アイデンティティを

形成する 15）。2年次は，医学的知識や領域別看

変数 社会的スキル

学年 KiSS-18 P
看護職を選択した

ことへの自負
  P 看護観の確立   P 社会貢献の志向   P

必要とされること
への自負

  P

1年 60.8 （55.0～66.2） 4.9 （4.2～5.6） 4.6 （4.2～5.0） 5.5 （5.0～6.0） 4.2 （3.8～4.8）

2年 60.6 （54.0～67.0） 4.8 （4.2～5.2） 4.4 （4.0～5.0） 5.5 （5.0～6.0） 4.1 （3.6～4.8）

3年 61.1 （56.0～68.0） 4.5 （3.8～5.4） 4.4 （4.0～5.2） 5.2 （4.6～6.0） 4.2 （3.7～5.0）

4年 62.3 （56.7～69.0） 4.6 （3.9～5.6） 4.8 （4.4～5.4） 5.4 （5.0～6.0） 4.4 （4.0～5.0）

※　Friedman検定　（多重比較：Bonferroni法）

※　*: P<.05, **：P<.01, ***: P<.001

n=58 

表３　社会的スキルと職業的アイデンティティの学年別比較

職業的アイデンティティ

n.s. n.s. n.s.

median （25～75percentile）

*****

*

*

** *

***

***
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護学に関連する授業の割合が多くなったことを

感じ，また実習時間が長くなり，看護という仕

事に対してのやりがいと責任を感じる反面，看

護の厳しさを実感し，イメージしてきた理想の

看護と現実の違いを知る 16）とされている。また，

3年次秋学期から 4年次春学期にかけては前述

のように各専門領域別の受け持ち患者実習を繰

り返し体験することで看護観を確立させ，自己

の成長への自信を高めたものと考えられ，これ

らの要因が，本研究の職業的アイデンティティ

の学年別の得点傾向に影響を与えたものと推察

される。 

また有意差は認められなかったが，どの学年

も「社会貢献の志向」の得点が最も高く，「必要

とされることへの自負」の得点が最も低かった

ことは，高瀬ら 17）竹本ら 18）の報告とほぼ同様

の傾向であった。 

しかし，本研究では，「必要とされることへの

自負」が1年次よりも2年次で低くなり，3年

次4年次で高くなる傾向が認められたのに対し，

藤森ら 19）の調査では，1年生よりも4年生で有

意に得点が低くなることが報告されており，本

研究とは異なる傾向であった。高瀬ら 17）は，職

業的アイデンティティは心理的要因や志望動機

等の生活歴といった個人特性からの影響も関連

していたと述べている。本研究では，入学前ま

での教育背景や志望動機，心理的要因，社会的

背景等までは調査しておらず，学年別の職業的

アイデンティティに影響を与える要因までは判

断しがたい。 

 

３．本研究の限界と今後の課題 

 本研究では，大学4年間の経時的な変化を確

認するために調査を行ったが，教育課程や専門

領域別実習の実習目標や内容，心理的要因や志

望動機，社会的背景が結果に影響を与えた可能

性がある。今後は，職業的アイデンティティに

影響を与える要因についても検討し調査項目に

加えた上で，教育課程の異なる教育機関の学生

を対象とした調査を行い，比較検討して看護学

生の特徴を明らかにしていくことが課題である。 

 

Ⅵ．結論 

本研究は，看護学生の社会的スキルと職業的

アイデンティティにおける専門領域別実習前後

および学年別による違いを明らかにすることを

目的にA大学看護学科学生58名に4年間縦断

的に質問紙調査を行い，以下の結論が得られた。 

１．専門領域別実習前後では，職業的アイデン

ティティの「看護観の確立」「社会貢献の志向」

が実習前より実習後で有意に得点が高かった。  

２．社会的スキルは専門領域別実習前後で有意

差が認められなかったが，実習後に得点が高く

なっていた。また専門領域別実習前後ともに社

会的スキルは職業的アイデンティティと関連が

あった。 

３．職業的アイデンティティの学年別比較では，

職業的アイデンティティの「看護職を選択した

ことへの自負」が，1 年次が他の学年より有意

に得点が高かった。「看護観の確立」は，4年次

が他の学年より有意に得点が高かった。 
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